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ミニセグウェイ等は航空機への搭載禁止へ 
 

 2015 年 12 月より、ANA、JAL を含む世界の大手主要航空会社において、ミニセグウェイ

等、リチウムイオンバッテリーを原動力とする小型車両が受託、持込不可となりました。    

そこで、IATAが発表した今回の措置についてご紹介します。 

 

1. ミニセグウェイ等の位置付け 
 
 IATA発行の文章によると、これらの乗り物は Small Vehicles Powered by Lithium Batteries

や Small Lithium Battery-powered Vehicles と呼ばれ、具体的な例では、Airwheel, Solowheel, 

Hoverboard, Mini-Segway, Balance Wheel といった名称が挙げられます。これらは移動補助機

器ではなく、PED (Portable Electronic Device)として扱われるという見解がなされています。  

つまり、PC や携帯電話と同じ扱いを受けます。 

 一方、旅客や乗員に許された受託、持ち込み可能な PEDは以下の通りです。 

1) リチウムイオンバッテリーが 100Wh を超えない場合、受託、持ち込みとも可能。航空

会社からの許可も必要ではない。 

2) リチウムイオンバッテリーが 100Wh 以上 160Wh 以下の場合、受託、持ち込みとも可

能。ただし、航空会社から許可が必要。 

3) リチウムイオンバッテリーが 160Wh を超える場合、受託、持ち込みとも不可。 

 

 ミニセグウェイ等のワット数は、模倣品、粗悪品も多いと考えられるため、正確なワット

数は判別困難ですが、大抵は 160Wh 以下と言われており、上記 1)または 2)に分類されます。 
 

 

小型車両の一例 
 

（次頁へ続く） 



 

 

 

2. 小型車両はワット数にかかわらず禁止 
 

 IATA の分類では PED に分類されるこれら商品ですが、実際には模倣品や粗悪品が多く、

充電中に発火して家屋火災を引き起こしたケースも発生しています。リチウムイオンバッテ

リーの発火による航空機火災が懸念される中、上記分類に関係なく、リチウムイオンバッテ

リーを内蔵したミニセグウェイ等を受託・持込ともに不可とする各航空会社の決定にも納得

がいきます。 

 

 

    ホバーボードの火災例 

 

 参考までに、ミニセグウェイが火災を起こしたビデオをご紹介します。爆発（40秒頃）後、

水で一度消火したにも拘らず再び発火する様子（１分 10秒頃）がわかります。 

https://www.youtube.com/watch?v=DfCMUaVT7hk 

 

3. 空港での確実な対応が求められます！ 
 
 近年、リチウムイオンバッテリーを搭載した商品が数多く販売されています。一方で、リチ

ウムイオンバッテリーによる火災が頻繁に報告されており、航空機における輸送には慎重な

動きが増えています。ここで言う航空機輸送とは、貨物室での輸送だけではなく、旅客自身

による携帯も含んでいます。 

 今回の小型車両における取り扱いは、携帯電話と同じ PED というカテゴリーにも拘らず 

受託や持込基準が異なることから、区分分けが非常に難しいことを示した一例と言えます。  

これら小型車両は空港で購入することも可能であることから、空港での適切で確実な対応が

求められます。 

 次頁以降、IATA発行の文書をご紹介します。この中で、2015年 12月現在、搭載を禁止し

た航空会社の一覧を見ることが出来ます。 

以 上 
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